
単位 1単位

時間数 30時間

履修学年 3年次

回数 授業形態

1 講義

2 演習

3 演習

4 演習

5 講義・演習

6 演習

7・8 演習

9 演習

10 演習

区分 専門分野

科目名 看護実践の統合

講師名 専任教員、非常勤講師

1事例目の課題提示・検討

①発表および質疑応答

②模範解答・解説

概要 臨床実践において、複数患者・多重課題に対応できる基本的実践能力を身につける。

学習目標

1. 看護技術の基本的な知識・技術を統合し実践できる。

2. 複数の課題の優先順位を判断できる。

3. 適切な知識・技術・態度をもって患者の状態に応じた看護を実践できる。

4. 演習終了後の振り返りから自己の課題を明確にできる。

授業内容

学習内容

1.看護実践の統合の概要説明

2.多重課題・優先順位について

3.多重課題・優先順位についての問題提示・解答・解説

ペーパーペイシェントによる1日の看護師のタイムスケジュール立案

①各グループでまとめる

②発表・模範解答・解説

突発事項や状況変化への対処方法

①ＶＴＲ視聴（VOL.1、2）

②ペーパーペイシェント（or多重課題トレーニングVTR）から必要な援助と

　優先順位を検討

③模範解答・解説

突発事項や状況判断への対処方法

①ペーパーペイシェントから必要な援助と優先順位を検討

②模範解答・解説

酸素ボンベの取り扱い

グループごとに2事例目の技術項目の演習および技術テスト

2事例目の課題提示

①個人ワークによる課題の検討

②各グループによる課題の検討

1.発表および質疑応答

2.模範解答・解説



11

12
演習

13 演習

14 演習

15
講義

試験

使用教科書・教材・参考書

系統看護学講座　基礎看護学③　基礎看護技術Ⅱ　医学書院、看護技術プラクティス　学研

視聴覚教材：

よくある場面から学ぶ多重課題VOL.1総論・予定変更1、VOL.2予定変更2・複数の行為

成績評価の方法

技術テスト40％、レポート30％、課題提出状況30％

備考

・授業開始前に課題の提示・提出があります

・各クラスで授業を行う

・1～4、6～15回目専任教員、5回目非常勤講師

1.まとめ

2.課題レポート提示、提出

テーマ「授業終了後の学びと自己の課題」原稿用紙2枚（800字）

グループごとに3事例目の技術項目の演習および技術テスト

3事例目の課題提示

①個人ワークによる課題の検討

②各グループによる課題の検討

1.発表および質疑応答

2.模範解答・解説


